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 ９月１１日に行われました体育大会では、平日にもかかわらず、多くの

方が見に来てくださり、ありがとうございました。子どもたちは、お家の

方や地区の方々と一緒に行う「にこにこ体育大会」を楽しみにしていまし

たが、あいにくの雨で、学校だけの体育大会になりました。しかし、当日、

綱引き・大玉運び・水運びリレーなど急な競技参加にご参加いただき、子

どもたちはお家の方や地域の方と一緒に競技に参加出来たことや笑いあり

の楽しい時間に大変満足していたようです。終わってから，何人もの児童から「楽しかった」「こ

んな楽しい体育大会ははじめてだ」という言葉がたくさん聞かれました。子どもたちにとって忘

れられない楽しい体育大会になったのも、お家の方や地区の皆さんのお陰です。本当にありがと

うございました。私自身も体育大会を振り返ってみて、いくつもの嬉しい発見がありました。子

どもたちが１日を通して大変きびきびした動きをしていたこと。応援合戦をはじめどの競技にも

一生懸命頑張る姿が見られたこと。朝のスポンジでの水取をはじめ、道具の出し入れなど率先し

て行う姿が見られたこと。そして、多くの保護者の皆さんが、テント等の後片付けを手伝ってく

ださったこと、ありがとうございました。本当に心が動く場面がたくさんありました。何度思い

出しても素晴らしい体育大会でした。２学期の良いスタートが切れたと思います。 

 

 

【読書の秋】 

読書の秋といわれる季節になりました。学校でも１０月１日図書学習センターか

ら山本さんに来ていただきブックトークを行いました。たくさんの本を紹介してい

ただき、読んでみたいなという気持ちになりました。「読書」にはたくさんのメリッ

トがあります。そのなかでも、よく言われるメリットは次のようなものです。 

１ 言葉（語彙力）が豊富になる 

本を読むことで、知らなかった言い回しや表現方法を知ることができ、使える語彙が増

えると、自分の言いたいことも適切な言葉で言えるようになる。 

２ 文書を書く力が身につく 

   作文や手紙で文章を書く時はもちろん、メールでやりとりする時でも、書く文章の良し

悪しで、相手との関係性が変わることもあるので、書く力は必要です。 

（裏面に続きます。） 

 ご意見・ご感想をお聞かせください。 
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 ３ 想像力が高まる 

    本を読むことで非日常を体感することができる。映像と違い、読みながら自分の頭の中

で情景を思い浮かべることで、想像力がつきます。 

 ４ コミュニケーション力がアップします 

    誰かと会話をするときに、相手が喜ぶ話題をすると喜ばれます。相手にとって、知る価

値がある知識や興味が湧く話をすることで、会話がはずみ人間関係も良くなります。 

５ いろいろな話題に対応でき、偉人の考え方や言葉に触れることも出来る 

  今まで知らなかった世界に触れることができるので、様々な場面で、いろいろな話題に

対応することができる。また、亡くなった偉人には会えないが、その人が発した言葉や思

いは本の中で生き続けます。 

 このように、読書には多くのメリットがあります。是非、小学生の間 

にたくさんの本に出会ってほしいものです。 

  

 

   

★ ノーベル医学生理学賞を受賞した本庶佑さんのことばより 

・子どもたちへのメッセージとして 

   自分の頭で考えて、納得できるまでやるということが大事。自分の目で、物を見る。そし 

て、納得する。そこまであきらめない。 

（自分の頭で考えることは、とても大事。人から言われたから、何かに書いてあったから

ではなく、自分の頭で考えてから、動く、そんな子どもを育てたい） 

★ 無名のサッカー部を全国大会常連校にまで育てたサッカー部顧問平岡先生より 

・サッカーがうまくなるためには、まず 生活習慣を改めよ 

    あいさつや規則正しい生活は、大人になってからも大切なこと。厳しいしつけは、世の 

中に出て困らないようにと思ってのこと。 

（子どもの時にかわいそうだと思いついつい手をかしたり、子どもの代わりによかれと思 

いやってしまったりすることが、将来その子の困難に繋がっているかもしれないという 

ことを忘れないようにしたい。子どもはやがて社会に出て行くのだから） 

★ 先日亡くなった樹木希林さんのことばより 

・一人っ子の娘においしい物を差し出すときは「はいどうぞ」と言ってあげない。先に、

母親が食べる。いつも先にもらっていたら、生存競争の厳しい社会に出て、欲しいものに

ありつけなくなる。おやつの取り合いっこもしらないまま、いつでも自分だけが得できる

仕組みが当たり前と思ってしまう。 

（子どもが将来どんなことに困るのかを考え，小さいときから困らないように育てていく

ことで、世の中に出た時の困難への抵抗力がついてくる。） 

＊２学期も、中名田っ子は元気に学校生活を送っています。子どもたちの様子を中名田小学校HPでご覧ください。 


